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【発効済みの離脱協定を無視？】
2020年9月9日（現地時間）にジョンソン英首相が英国議会（下
院）に提出した英国国内市場法案が、英国-EU間の離脱協定に違反
するとして物議を醸しています。ポイントは離脱協議時の最大の焦点で
あった『北アイルランドの国境問題』です。
離脱協定では、EU加盟国である『アイルランド』と英領『北アイルランド』の
間に物理的な国境を設けず、また北アイルランドはEUの関税ルールに従う
こととなっています。
しかし提出された法案では、北アイルランドと英国間の物流に関して『英
国が規定を独自に設定できる』とされており、離脱協定を無視した格好と
なっています。

 英EU離脱～英国国内市場法案～

出所：Bloomberg、各種資料、DWSのデータを基にドイチェ・アセット・
マネジメント㈱が作成

※ データは記載時点のものであり、将来の傾向及び数値等を保証もしく
は示唆するものではありません。

2020年9月15日
ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社

【移行期間は2020年末に終了】
英国議会に提出された『英国国内市場法案』が再びEU（欧州連合）と英国の間の溝を深めることと
なりました。今年1月末に英国はEUから正式離脱し、現在は『移行期間』に当たります。そのような中で
の英国の行動を受け、英国のEUからの離脱に緊張が走ったことで、英ポンドは足元下落しています。

【英ポンドの推移（対円、対米ドル）】
（2015年12月31日～2020年9月11日、日次）
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【ご参考：英国とアイルランドの位置関係】
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【EUサイドは国際法違反と反発 今後の展開は？】
現在、英国とEUは離脱の最終調整を行う移行期間中にあり、その期限は2020年末です。
ジョンソン英首相は2020年10月15日をEUとの交渉期限としていますが、EU側は英国の態度を『国際法違反』と強く反発
しており、交渉は難航することが予想されます。
しかし、移行期間の延長は英国の離脱合意法で認められておらず、『合意なき離脱』となる可能性が再び懸念されています。

【英ポンドは下落】
離脱協議が再び混乱状態に陥ったことを受け、足元英ポン
ドは下落傾向にあります。
正式離脱に至るまで、英国国内では政府と議会の対立や
それに伴う政権交代等、様々なことがあり、また、企業の英
国国外への退出も相次ぎました。
今後の離脱交渉の行方によっては英国経済に影響すること
も想定されます。なお、DWSではこのまま交渉が決裂し、合
意なき離脱となった場合、2021年の英国経済は3.5％の
回復に留まると予想しています。
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現時点予測 -9.5％ +6.0％

合意なき離脱の場合 -9.8％ +3.5％

【DWSによる英国のGDP成長率予測】
（2020年9月14日時点）
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